
（１）主体的に考え行動する力を育む教育の推進

（１）主体的に考え行動する力を育む教育の推進

（２）こども一人一人を尊重した教育の推進

学校は、学校生活や地域社会をよりよくするために考えたり、行動したりするこ

どもの育成に、取り組んでいると思いますか。（児童会・生徒会活動、学校のき

まり見直し、地域のよさを伝えたり課題解決したりする取組、ナイストライ（中

学校）など）

学校生活や地域社会をよりよくするためによりよくす

るために主体的に考え行動する力を育んでいるかで

も、「そう思う」「どちらかかといえばそう思う」と

回答した保護者の割合が９０％を超えており、本校が

取り組んでいる道徳や特別活動の充実が各家庭にも毎

日発信している学校便り等で伝わっていると考察す

る。一方で、「そう思う」が4割弱になっているた

め、本校の朝のボランティア活動をはじめとする学校

や地域に貢献している活動の意義について、子供にそ

の活動が学校や地域に及ぼすよい影響を理解させなが

ら取り組ませるようにしていきたい。

令和7年度　学　校　評　価

　そう思う　　　どちらかといえば、そう思う　　　どちらかといえば、そう思わない　　そう思わない　　わからない

考察

1 豊かな心と健やかな体を育む教育の推進 2 自ら学びに向かう力を育む教育の推進

学校は、豊かな心と健やかな体を育む教育の充実に努めていると思いますか。

（感動・感謝、郷土愛、いのちを大切にする心、こどもの体力向上、基本的な生

活習慣など）

学校は、こどもが自分で考え、自分から取り組む授業づくりに取り組ん

でいると思いますか。

豊かな心と健やかな体を育む教育と自ら学びに向かう

力を育む教育を通して主体的に考え行動する力におい

て、保護者の回答において、「そう思う」「どちらか

かといえばそう思う」の割合が９７％を超えており、

本校が取り組んでいる特別活動や道徳における教育の

充実が保護者の方々にも子供の成長を通じて理解され

ていると考察する。一方で、子供が自分で考え、自分

で取り組む面において,「そう思う」と回答した児童が

半数になっており、今後はより子供が主体的に取り組

むことができる活動を意識的に取り組んでいきたい。

3 社会の形成や持続的発展に主体的に貢献する力を育む教育の推進 
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学校には、こどもが助けを必要とするときに、先生や友達から支えてもらえる温

かな雰囲気があると思いますか。

学校では、こどもがそれぞれの違いを認め、お互いを尊重し合って共に

学び合っていると思いますか。

学校における支援体制で、保護者、児童生徒、教職員

どれも約９０％の支持があり、評価を受けている。教

職員の校内のケース会や毎月の校内支援委員会、保護

者との教育相談の開催等、児童一人一人を支援するた

めの取組が充実していることが要因と考えられる。さ

らに、本校の道徳４つの心のうち、グリーン（ともに

生きる心）を様々な活動の際に意識して取り組んでい

ることもこのような結果につながっていると考えられ

る。

4 5 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実

学校は、こどもが、学習の方法やペースを自分で選んだり決めたりしながら学ぶ

授業づくりを行っていると思いますか。

学校は、こどもが、対話などを通して、他の人の考えや意見を自分の学

びに生かすような授業ができていると思いますか。

こどもが対話などを通じて他の人の考えや意見を自分

の学びに生かす授業については、「そう思う」という

回答について、教師は70％を超えているが、児童は

50％を下回ったため、教師の自己評価とこどもの感じ

方のズレが生じている。今後、対話を通じて様々なこ

どもの意見が生かされていく授業場面の価値づけをさ

らに意識していく。さらに、教師はこどもの振り返り

の言葉によって、本当に自身の授業実践についてこど

もがどのように感じているのかを把握していく必要が

ある。

（２）こども一人一人を尊重した教育の推進

6 特別支援教育をはじめとする多様な教育的ニーズに対応した支援の充実 7 インクルーシブ 教育の推進
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わくわくする学校づくりに関する項目において肯定的

な意見が９０％を超えており、教育目標が教職員・児

童・保護者で共有され教育の充実につながったと結果

である。また、独自項目の２の質問で、子供の話し合

いたいテーマについて学級会等で話し合わせる場が十

分に保障されていることが、項目1の結果につながっ

ていると考えられる。

（４）こどものいのちと権利の擁護

10 こどもの最善の利益を守る環境づくり

学校は、こどもの意見を反映させ、こどもの権利を守るとともに、こどもや保護

者が相談しやすい学校づくりに取り組んでいると思いますか。

こどもの意見を反映させた学校運営や学校の相談

体制について、保護者・児童・教職員いずれも高

い肯定的回答が得られている。本校は特別活動に

おいて子供の意見を尊重しながら様々な活動を

行っており、委員会、クラブ活動、様々な行事ご

とに子供たちが主体的にアイデアを出し合って計

画を考え、行動している。そのことが要因と考え

られる。

独自項目

独自項目1 独自項目2

学校は、児童がわくわくする学校づくりに取り組んでいると思いますか。 学校は、学級会などで学校でやりたい楽しいことや問題を話し合わせて

いますか。

（３）最適な教育環境の整備

8 安全・安心な園づくりの推進 9 地域や家庭と連携した教育環境の整備

学校は、こどもの安全を守る環境の整備を進めるとともに、安全教育（生活・交

通・防災など）に取り組んでいると思いますか。

学校は、地域や家庭の人と協力して、授業や行事などの教育活動を進め

ていると思いますか。

安心・安全な学校運営や地域や家庭と連携した教

育環境の整備については、保護者・児童・教職員

いずれも９０％程度かそれ以上の高い肯定的な回

答結果となっている。本校の道徳４つの心のう

ち、命を感じる心について、様々な行事や授業の

中で意識して取り組むことができた結果であると

考える。
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・この学校評価をもとに本年度の取組を教職員で振り返り、さらに子供をよりよくするために全教職員で共通実践したり、成果を共有する中で、職員・保護者・児童・

地域とともに学校目標の実現に向け実践していく。

・本年度に伸びている部分においてはより研究を充実させ、さらに改善が必要な点については、その原因を教職員で話し合い本年度から取り組んでいきたい。

・本校の教育目標における評価はとても高かった。また、評価項目の言葉を日常においても教育目標と関連付けながら、振り返りなどを行っていきたい。

小　中　学　校　関　係　者　評　価

・授業参観時にとても授業態度がよく、どの学級でも学習に向かう態度がよい。

・1年生の落ち着きが特に驚いた。まだ1学期の時点であのような授業態度で学習できるのは素晴らしい。

・「４つの心」について、校内の色んな所に掲示がなされており、学校全体で「４つの心」を軸として取り組んでいることがうかがえる。

・4年生の総合的な学習の時間で環境のことについてプレゼンをしていた。あのようなごみ問題について取り上げてもらうのは地域としても非常にありがたい。

・子供たちの学ぶ姿勢や挨拶から、道徳と特別活動の取組の充実を感じることができた。

独自項目3

道徳の授業などで「４つの心」を考えながら勉強を頑張っていますか。

本校の教育目標である「４つの心」において、肯

定的な意見が９０％を超え、4つの心が様々な形

で日常の子供の行動になり、保護者に浸透してい

る様子が分かる。道徳はもちろん、他教科や特別

活動等でも４つの心を意識して学習を進めている

と考えられる。

来　年　度　の　具　体　的　な　取　組　に　つ　い　て

わくわくする学校づくりに関する項目において肯定的

な意見が９０％を超えており、教育目標が教職員・児

童・保護者で共有され教育の充実につながったと結果

である。また、独自項目の２の質問で、子供の話し合

いたいテーマについて学級会等で話し合わせる場が十

分に保障されていることが、項目1の結果につながっ

ていると考えられる。
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